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安全文化・組織風土劣化防止に係る取組の総合評価について 

 

 

平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日に行われた、東通原子力発電所にお

ける安全文化醸成活動については、以下のとおり評価しましたので通知します。 

 

記 

 

（総合所見） 

平成３０年度の安全文化・組織風土の劣化防止に係る取組状況については、活

動計画どおりに発電所全体として実施され、おおむね前年度の水準を維持してお

り、次年度も活動内容を改善して実施するとしていることから、おおむね「計画

に基づいた取組が行われ、改善傾向が見られる。」と評価する。 

安全文化・組織風土の劣化兆候については、重大な劣化兆候は見られないもの

の、安全に関わる行動や原子炉施設における機器の状況などの確認が十分でなか

ったことが原因で発生した不適合、ＱＭＳ文書等の不備及びルールを適切に運用

するための基本動作が十分でないことによる不適合の発生が見られることから、

「さらに傾向を見るため継続した監視を必要とする。」と評価する。 

 

 

以上 


